
関市プレミアム付商品券の購入をお忘れではありませんか？

市制70周年記念　関＊はもみんに新デザイン登場！

　この日を過ぎると、商品券を購入できなくなりますのでご注意ください。
　なお、関市プレミアム付商品券が利用できる期間は、令和２年３月３１日（火）までです。

　①関市プレミアム付商品券購入引換券　②購入に訪れた人の本人確認書類　③商品券の購入代金

企画広報課　☎23-7014照会先

●関市プレミアム付商品券の販売場所

●購入時の持ち物

販売場所 関郵便局 関郵便局以外の市内郵便局
（簡易郵便局を除く）

市役所 本庁３階
企画広報課

販売時間 平日　午前９時～午後7時 平日　午前９時～午後5時 平日　午前９時～午後4時

関市プレミアム付商品券の販売は、令和２年２月２８日（金）までです。

見本

企画広報課　☎23-7461照会先
　本市は、2020年（令和２年）に市制施行70周年を迎えます。そして、関市イメージキャラクターである関＊はもみ
んは10歳を迎えます。これを記念し、新デザインが生まれました。市民の皆さんも新デザインの関＊はもみんをぜひ
活用してください。

関＊はもみんとは？
市制60周年を記念し全国約1,800点の応募の中
から選ばれたキャラクターです。ウサギをモチー
フに、耳は関市の代表的産業の刃物で未来を切
り開くイメージからハサミを表しています。

氏名　　　 関＊はもみん
生年月日　平成22年4月1日　
年齢　　　9歳（令和2年2月現在）
趣味　　　関市のすばらしさを探しに出歩くこと
特技　　　みんなをハッピーにすること

プロフィール

新デザインを使用したいとき
ホームページより「関市イメージキャラクター使
用許可申請書」をダウンロード後、照会先まで
提出ください。
その際、データの送付先アドレスを明記ください。

新デザイン
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●歳入

●歳出

用語の
説　明

分 担 金 及 び 負 担 金 関市、美濃市からの負担金
使 用 料 及 び 手 数 料 直接搬入される廃棄物の処理にかかる手数料
繰 越 金 前年度繰越金
諸 　 　 　 収 　 　 　 入 施設から排出される有価物（スクラップ等）の売却収入
そ の 他 基金の運用益等
繰 入 金 基金（中濃地域広域行政事務組合の貯金）の取崩し

用語の
説　明

人 　 　 　 件 　 　 　 費 組合、施設管理にかかる人件費
物 件 費 等 施設の運転管理にかかる費用
公 　 　 　 債 　 　 　 費 ごみ処理施設整備事業の償還金
投 　 資 　 的 　 経 　 費 施設の工事費用
そ の 他 補助費及び積立金等

区　　分 平成30年度 平成29年度 増減額 増減率（％）
分担金及び

負担金 9億4,783万円 11億5,840万円 △2億1,057万円 △18.2%
使用料及び

手数料 2億4,523万円 2億1,668万円 2,855万円 13.2%

繰越金 9,581万円 1億2,741万円 △3,160万円 △24.8%

諸収入 4,473万円 4,065万円 408万円 10.0%

その他 148万円 1,312万円 △1,164万円 △88.7%

繰入金 0万円 6億6,213万円 △6億6,213万円 皆減

歳入合計 13億3,508万円 22億1,839万円 △8億8,331万円 △39.8%

区　　分 平成30年度 平成29年度 増減額 増減率（％）

人件費 3,730万円 7,250万円 △3,520万円 △48.6%

物件費等 8億3,936万円 7億6,956万円 6,980万円 9.1%

公債費 1億2,610万円 5億2,537万円 △3億9,927万円 △76.0%

投資的経費 1億6,392万円 1億3,849万円 2,543万円 18.4%

その他 1,605万円 6億1,666万円 △6億0,061万円 △97.4%

歳出合計 11億8,273万円 21億2,258万円 △9億3,985万円 △44.3%

その他・繰入金
0％

その他
1％ 人件費

3％

諸収入
3％

繰越金
7％

使用料及び
手数料
19％

分担金及び
負担金
71％

物件費等
71％

公債費
11％

投資的経費
14％

歳入合計
13億3,508万円

歳出合計
11億8,273万円

中濃地域広域行政事務組合 事務局　☎25-1411照会先

中濃地域広域行政事務組合一般会計決算の状況

※なか美濃ふるさと基金とは、中濃地域ふるさと市町村圏の振興事業へ充てるために平成７年に設置された基金です。平成２９年度に廃止され、出資
元である岐阜県、関市、美濃市へ出資金及び運用益５億７,６５８万円が返還されました。

　中濃地域広域行政事務組合一般会計の決算状況についてお知らせします。	 	 	 	 	
　一般会計の歳入決算額においては、なか美濃ふるさと基金※が廃止されたことにより、前年度と比較して39.8%
減の13億3,508万円となりました。
　歳出決算額においては、退職手当金の減、なか美濃ふるさと基金廃止に伴う出資金の返還金の減、溶融施設建設
に伴う起債償還金が償還終了となったことにより、前年度と比較して44.3%減の11億8,273万円となりました。
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第2回シェアエコセミナー

日 時	

場 所

内 容

講 師

対 象

定 員

持 ち 物

申 込 方 法	

申 込 期 限

そ の 他

照 会 先

3月13日（金）午前10時～午後0時30分（予定）

福祉会館3階会議室

使われていない資産やモノ、個人のスキルや特技をシェアする「シェアリングエコノミー」の基本的な仕組みを

広く学びます。今回のセミナーでは、特に女性や子育てママたちの趣味として人気のあるクラフト（手作りアク

セサリーや雑貨等）の販売方法等について実践的なスキルを深く学び、ライフスタイルの隙間時間を有効的

に活用した収入の確保や生きがい（新たなコミュニティづくり）を見つける教室です。

シェアリング伝道師、Cｒｅｅｍａ（クリーマ）、clover（クローバ）

市内在住または在勤者（女性やママたち大歓迎）

50人程度

▷自分で作った雑貨やアクセサリー（クラフト関係の手作り品）　

▷スマートフォン（※作品撮影用のカメラをお持ちの人はカメラも持参）

下記窓口または右側のＱＲコ―ドから申込み

2月28日（金）まで　※託児を希望する人は2月21日（金）まで。

託児は、生後３ヶ月～未就園児が対象です。飲料、おむつ、おしり拭き、

ビニール袋、着替えなどを準備してください。

企画広報課(☎23-9290)

管財課　☎23-7763照会先

市・土地開発公社が所有する土地を売り出します

■申込期間　2月5日（水）～２月19日（水）　午前9時～午後5時まで（閉庁日は除く。）
■入		札		日　2月26日（水）

※入札参加申込書・資料などは管財課でお渡しします。
※入札最低価格以上で、かつ、最高額で入札された人を落札者とし、同額の場合は抽選とします。
※落札者とは14日以内に売買契約を結び、売買代金を契約日から20日以内に一括納入していただきます。
※売買代金のほか、移転登記費用等が必要です。

【物件１番】 
　▷所在地番＝桜本町２丁目1-4  
　▷地目・地積＝宅地・178.52㎡  
　▷入札最低価格＝4,869,000円
【物件2番】 
　▷所在地番＝富之保字岩山崎3013-11  
　▷地目・地積＝宅地・201.39㎡  
　▷入札最低価格＝1,131,000円  
【物件3番】 
　▷所在地番＝板取字大道下タ1591-6  
　▷地目・地積＝宅地・501.67㎡   
　▷建物付＝居宅（木造２階建　床面積164.72㎡） 
　▷入札最低価格＝1,983,000円
【物件4番】
　▷所在地番＝東町５丁目3-3  
　▷地目・地積＝宅地・940.49㎡  
　▷入札最低価格＝26,722,000円

【物件5番】 
　▷所在地番＝池田町153   
　▷地目・地積＝宅地・2,028.39㎡   
　▷建物付＝事務所（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造１階建　床面積　　　　
　721.04㎡）、自転車置場（鉄骨造１階建　床面積　　　　
　8.00㎡）、車庫（軽量鉄骨造１階建　床面積14.90㎡） 
　▷入札最低価格＝95,682,000円    
【物件6番】 　関市土地開発公社所有地	 	
　▷所在地番＝小瀬字一ノ門1132-1  
　▷地目・地積＝宅地・728.00㎡  
　▷入札最低価格＝23,092,000円  	
【物件7番】 　関市土地開発公社所有地  　
　▷所在地番＝南町１丁目2-1  
　▷地目・地積＝宅地・94.64㎡  
　▷入札最低価格＝2,831,000円

一般競争入札により公売します。

　「社会課題の解決・女性活躍の一歩」につながる講座です。

パブリックコメントの流れ

参加無料
託児あり

　申込はこちらから
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パブリックコメント募集

　少子高齢化社会への対応や地域経済の活性化に向
け、今後3年間の「しごとの創出・人の流れの創出・子育て
支援・時代に合った暮らし」に特化した施策を取りまとめ
た計画です。
■募 集 期 間    2月21日(金)～3月23日(月)
■照会・提出先　  企画広報課
　　　　　　　  （☎23-9290　 23-7744
　　　　　　　   kikaku@city.seki.lg.jp）

　災害対策基本法の規定に基づき、近年の災害対応や、
防災関係法令等を踏まえ、災害予防、災害警戒・対策及
び災害復旧対策に関する事項を定め、防災対策を総合
的かつ計画的に実施するための計画です。
■募 集 期 間    2月21日（金）～3月23日（月）
■紹介・提出先　  危機管理課
　　　　　　　  （☎２３-７０４８　  ２４-４１１９
　　　　　　　    kiki@city.seki.lg.jp）

◆公表場所　
　  市ホームページ、各担当課、企画広報課、各地域事務所、西部支所、市立図書館など
◆意見を提出できる人　
  　市内に在住、在勤、在学の人または市内に事務所、事業所をお持ちの人や団体
◆意見の提出方法　　
　  住所、氏名、意見を記入し、次のいずれかの方法で提出してください。①持参、②郵送、③ファクス、④電子メール
※所定の様式は公表場所または市ホームページから入手できます。同様の内容が記載してあれば任意の様式でも可能

です。口頭や電話での意見はご遠慮ください。
※提出された意見とそれに対する市の考え方を、意見募集期間終了後に公表します。（意見提出者の住所・氏名は公表し

ません。）

第2期関市まち・ひと・しごと創生
総合戦略（案）

関市地域防災計画＜改訂＞（案） 関市国土強靭化地域計画（案）

　市の基本的な制度となる条例を定めたり、重要な政策を定める計画を立てる場合は、あ
らかじめ市民の皆さんに、その案や考え方、ねらい、主な内容などを公表します。
　広く市民の皆さんからご意見をいただき、そのご意見に対する市の考え方を公表すると
ともに、市民の意見を条例や計画などに反映させることで、よりよい行政を目指します。
　どうぞお気軽にご意見をお寄せください。

企画広報課　☎23-9261照会先

パブリックコメントの流れ

計画などの案を策定
▼

市ホームページ、市広報紙などで手続実施を予告
▼

計画などの案を公表
▼

30日以上の期間を設定して、ご意見などを募集
▼

ご意見などに対する市の考え方を公表
▼

ご意見などを考慮して最終案を決定
▼

議決を要する案件は、議会へ提出

　国土強靭化基本法の規定に基づき、災害に強いまち
の実現に向けて、防災・減災対策をとりまとめ、より強靭
で安心・安全なまちづくりを総合的かつ計画的に促進す
るための計画です。
■募 集 期 間    2月21日(金)～3月23日(月)
■照会・提出先　  危機管理課
　　　　　　　  （☎２３-７０４８　  ２４-４１１９
　　　　　　　    kiki@city.seki.lg.jp）
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令
和
元
年
市
議
会
第
４
回
定
例
会
を
、
12
月

２
日
か
ら
23
日
ま
で
の
22
日
間
、
開
催
し
ま
し

た
。　

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
条
例
関
係
10
件
、
一
般

議
案
16
件
、
補
正
予
算
８
件
、
人
事
案
件
１
件

の
、
合
わ
せ
て
35
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
審
議
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

▼
12
月
２
日
の
本
会
議
１
日
目
は
、
会
期
を
22

日
間
と
決
め
た
後
、
議
案
の
説
明
が
行
わ
れ
、

関
市
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同

意
し
ま
し
た
。

▼
11
日
の
本
会
議
２
日
目
は
、
議
案
に
対
す
る

質
疑
を
行
い
、
関
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
な

ど
14
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
関
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用

等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
や
、
こ
の
日
に
追
加

上
程
さ
れ
た
令
和
元
年
度
関
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）
な
ど
20
件
を
そ
れ
ぞ
れ
所
管

の
各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
代
表
質
問
を
行
い
、
４
人
が
当
局

の
姿
勢
や
方
針
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
12
日
の
本
会
議
３
日
目
は
、
５
人
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
13
日
の
本
会
議
４
日
目
は
、
５
人
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
16
日
～
18
日
は
、
各
常
任
委
員
会
で
付
託
案

件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

▼
23
日
の
本
会
議
５
日
目
は
、
各
常
任
委
員
長

か
ら
付
託
案
件
の
委
員
会
審
査
結
果
の
報
告

が
行
わ
れ
、
討
論
、
採
決
の
結
果
、
付
託
さ
れ

た
す
べ
て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
案
件
を
す
べ
て

議
了
し
閉
会
し
ま
し
た
。

 

代
表
・
一
般
質
問

　

関
市
民
球
場
の
改
修

質
問　
改
修
内
容
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

　

答
弁　

関
市
民
球
場
は
、
昭
和
52
年
の
開

設
後
、
こ
れ
ま
で
改
修
を
行
い
な
が
ら
使
用
し

て
き
ま
し
た
。
来
年
度
に
予
定
し
て
い
る
老
朽

化
に
よ
る
大
規
模
改
修
で
は
、
公
認
野
球
規
則

に
則
っ
た
、
よ
り
使
用
し
や
す
く
、
機
能
強
化

を
図
っ
た
球
場
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

改
修
内
容
と
し
て
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
拡
張
、

バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
と
内
野
ス
タ
ン
ド
の
一
体

化
、
本
部
室
や
記
者
室
な
ど
の
設
置
、
ダ
グ
ア

ウ
ト
の
拡
張
、
ブ
ル
ペ
ン
の
整
備
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
使
用
者
専
用
の
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
改
修
工
事
は
、
令
和
２
年
９
月
に
工

事
を
開
始
し
、
令
和
３
年
秋
の
完
成
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
市
制
70
周
年
記
念
事
業

質
問　
市
民
協
働
に
よ
る
記
念
事
業
の
内
容
は

　
答
弁　
令
和
２
年
度
は
市
制
70
周
年
、
ま
た

市
町
村
合
併
15
周
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
本
市
の
軌
跡
と
先
達
に

感
謝
し
、
未
来
へ
の
確
か
な
一
歩
を
踏
み
出
す

た
め
に
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
反
映
し
た
様
々

な
記
念
事
業
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
主
な
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
高
校
生
が
主

体
と
な
る
歴
史
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
大
会
「
戦

国
甲
子
園
」
や
、
女
性
を
中
心
と
し
た
実
行
委

員
会
に
よ
る
子
ど
も
と
母
親
が
と
も
に
楽
し
め

る
「（
仮
称
）
せ
き
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
若
者
や
市
民
活
動
団
体

が
自
主
的
に
行
う
記
念
事
業
に
対
し
て
、
市
民

活
動
助
成
金
制
度
で
支
援
す
る
こ
と
も
検
討
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
節
目
の
年
を
契
機
と
し
て
市
民
の
誇
り

を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
未
来
へ
希
望
を
描
く

特
別
な
年
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

質
問　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
今
後
の
対
応
は

　
答
弁　
新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
令

和
２
年
度
２
学
期
か
ら
配
食
を
開
始
し
ま
す
が
、

ア
レ
ル
ギ
ー
除
去
食
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年

度
３
学
期
か
ら
、
ま
ず
は
２
校
程
度
を
試
験
校

と
し
て
選
定
し
、
実
施
す
る
予
定
で
す
。
そ
の

後
、
令
和
３
年
度
２
学
期
か
ら
を
目
途
に
、
市

内
全
小
中
学
校
で
除
去
食
対
応
を
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
除
去
食
実
施
に
つ
い
て
は
、

よ
り
き
め
細
や
か
な
対
応
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
最
初
は
鶏
卵
か
ら
対
応
を
開
始
し
、
安

全
性
を
確
認
し
な
が
ら
対
応
範
囲
を
徐
々
に
広

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
小

学
１
・
２
年
生
に
つ
い
て
は
、
誤
食
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
、
除
去
食
の
対
応
を
見
送
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
落
花
生
、
そ
ば
、
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
、

ま
つ
た
け
、
あ
わ
び
、
い
く
ら
を
含
む
生
魚
介

類
、
生
や
ま
い
も
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
７
品
目
に
つ

い
て
は
、
給
食
で
提
供
し
な
い
予
定
で
す
。

　
さ
ら
に
、
飲
用
牛
乳
の
代
替
と
し
て
、
お
茶

パ
ッ
ク
の
提
供
を
始
め
ま
す
。
お
茶
パ
ッ
ク
に

つ
い
て
は
、
乳
お
よ
び
乳
製
品
に
よ
る
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
疾
患
を
も
つ
児
童
生
徒
が
、

飲
用
牛
乳
か
ら
お
茶
へ
の
代
替
を
希
望
す
る
場

合
に
提
供
す
る
こ
と
と
し
、
小
学
１
年
生
か
ら

中
学
３
年
生
ま
で
を
対
象
と
し
て
、
令
和
２
年

度
４
月
か
ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。

市
議
会
第
4
回
定
例
会
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ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

質
問　
子
ど
も
・
保
護
者
・
教
職
員
に
対
す

る
取
組
は

　
答
弁　
子
ど
も
た
ち
に
は
、
情
報
モ
ラ
ル
・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
危
険
性
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

活
用
の
授
業
や
、
専
門
家
を
招
い
た
講
演
会

に
お
い
て
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
各
学
校
の
児
童
会
・
生
徒
会
で
は
、
ネ

ッ
ト
の
正
し
い
使
い
方
に
つ
い
て
、
い
じ
め

撲
滅
な
ど
も
合
わ
せ
て
、「
〇
〇
宣
言
」
と
い

う
形
で
全
校
児
童
生
徒
に
提
示
し
、
意
識
を

高
め
て
い
ま
す
。

　

教
職
員
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
に
研
修
会

を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
各
学
校
の
管
理
職

や
情
報
教
育
担
当
教
員
が
、
県
教
委
・
市
教

委
主
催
の
研
修
会
に
参
加
し
、
そ
の
内
容
を

全
教
職
員
に
伝
達
し
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
に
対
し
て
は
、
関
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
専
門
家
を
招
い

た
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
関
市

青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
・
関
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
・
関
市
小
中
学
校
校
長
会
の
三
団
体
が

連
携
し
て
、
関
市
の
現
状
を
も
と
に
、
ス
マ

ホ
な
ど
の
安
全
な
使
用
に
つ
い
て
の
お
願
い

文
書
を
全
保
護
者
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
自
衛
官
募
集
事
務

質
問　
協
力
内
容
の
見
直
し
は

　

答
弁　

市
で
は
、
自
衛
隊
法
な
ど
法
令
の

規
定
に
基
づ
き
、
自
衛
官
な
ど
の
募
集
に
関

す
る
事
務
の
一
部
を
行
っ
て
い
ま
す
。
内
容

と
し
て
は
、
自
衛
隊
が
自
衛
官
募
集
事
務
に

利
用
す
る
住
民
基
本
台
帳
情
報
の
一
部
の
提

供
や
市
広
報
紙
へ
の
募
集
記
事
の
掲
載
、
自

衛
隊
で
作
成
さ
れ
た
募
集
案
内
往
復
ハ
ガ
キ

の
送
付
事
務
、
募
集
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
合

同
就
職
説
明
会
の
開
催
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
衛
隊
は
、
全
国
で
災
害
時
の
捜
索
や
復

旧
・
復
興
対
応
、
豚
コ
レ
ラ
発
生
時
の
対
応

な
ど
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
市
の
防
災
訓
練
や
防
災
フ
ェ
ア
な
ど

に
も
積
極
的
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
市

と
し
て
は
、
今
後
も
自
衛
官
募
集
事
務
に
協

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
総
合
防
災
訓
練

質
問　
自
主
防
災
会
に
対
す
る
市
の
支
援
策

は
　

答
弁　
市
の
支
援
策
と
し
て
、
一
つ
目
に
、

自
主
防
災
会
に
対
し
て
訓
練
内
容
に
関
す
る

相
談
や
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
「
防

災
訓
練
メ
ニ
ュ
ー
」
と
い
う
冊
子
を
作
成
し
、

自
主
防
災
会
長
の
皆
様
に
配
付
し
、
訓
練
を

企
画
す
る
と
き
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
６
月
に
開
催
し
た
防
災
フ
ェ

ア
で
は
、
防
災
訓
練
の
相
談
窓
口
を
設
置
し

た
ほ
か
、
危
機
管
理
課
窓
口
で
も
随
時
、
相

談
の
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
に
、
災
害
図
上
訓
練
に
必
要
な
大

判
地
図
の
提
供
や
、
必
要
な
文
房
具
の
貸
出

し
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
か
ら
の
依

頼
に
よ
り
、
防
災
に
関
す
る
出
前
講
座
や
、
防

災
講
座
の
講
師
派
遣
の
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
に
、
自
主
防
災
会
に
対
す
る
防
災

訓
練
補
助
金
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
防

災
訓
練
を
実
施
す
る
自
主
防
災
会
か
ら
の
申

請
に
基
づ
き
、
年
１
回
、
１
自
治
会
あ
た
り

５
千
円
以
内
の
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険

質
問　
来
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
は

　

答
弁　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
平
成
30

年
度
か
ら
都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
主
体
と

な
っ
て
お
り
、
市
の
国
民
健
康
保
険
税
率
は
、

県
か
ら
示
さ
れ
る
納
付
金
の
額
を
基
に
決
定

し
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
国
が
公
費
支
援
を
増
や

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
県
納
付
金
が
想
定
よ

り
低
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
保
険
税
の
引

き
下
げ
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
は
、
県
納
付
金
が
想
定
を
大

き
く
超
え
る
金
額
で
し
た
が
、
保
険
税
率
を

据
え
置
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
歳
入
不
足
と
な

り
、
不
足
分
は
国
民
健
康
保
険
基
金
か
ら
の

繰
り
入
れ
に
よ
り
対
応
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
来
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、
で
き

る
限
り
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
負
担
を
抑

え
る
こ
と
を
前
提
に
、
県
か
ら
示
さ
れ
る
納

付
金
の
額
を
確
認
し
、
基
金
が
ど
こ
ま
で
負

担
を
抑
え
る
た
め
に
活
用
で
き
る
か
を
検
討

し
て
保
険
税
を
決
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク

質
問　
災
害
用
に
市
で
備
蓄
し
て
は
ど
う
か

　

答
弁　

乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
は
、
お
湯
が

不
要
で
容
器
か
ら
直
接
飲
む
こ
と
が
で
き
る

う
え
に
、
常
温
の
状
態
で
も
缶
や
レ
ト
ル
ト

パ
ッ
ク
で
あ
れ
ば
９
カ
月
か
ら
１
年
間
、
紙

パ
ッ
ク
で
あ
れ
ば
６
カ
月
間
保
存
で
き
ま
す
。

　

市
で
液
体
ミ
ル
ク
を
備
蓄
す
る
こ
と
に
な

っ
た
場
合
は
、
保
存
期
限
が
短
い
こ
と
や
、
防

災
備
蓄
倉
庫
の
夏
場
の
温
度
な
ど
の
環
境
が

課
題
と
な
る
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
や
保
育

園
な
ど
で
備
蓄
す
る
こ
と
が
適
当
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
保
存
期
限
が
近
付

い
た
液
体
ミ
ル
ク
の
活
用
方
法
と
し
て
、
各

家
庭
で
の
備
蓄
を
啓
発
す
る
た
め
に
、
防
災

フ
ェ
ア
や
子
育
て
世
代
を
対
象
に
し
た
防
災

講
座
な
ど
で
の
紹
介
や
試
飲
に
利
用
で
き
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

市
の
方
針
と
し
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
液
体

ミ
ル
ク
の
具
体
的
な
備
蓄
計
画
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
、
市
で
備
蓄
で
き
る
よ
う
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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庁
舎
ア
ト
リ
ウ
ム

質
問　
活
用
状
況
と
多
目
的
シ
ョ
ッ
プ
の
使

用
料
徴
収
は

　

答
弁　

庁
舎
１
階
の
ア
ト
リ
ウ
ム
を
改
修

し
、「
市
民
協
働
ス
ペ
ー
ス
」
や
「
多
目
的
シ

ョ
ッ
プ
」
な
ど
を
新
た
に
設
け
、
令
和
元
年

７
月
１
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
11
月
末
ま
で
に
、
市
民
協
働
ス
ペ
ー

ス
を
延
べ
約
３
５
０
名
の
方
に
会
議
な
ど
で

利
用
い
た
だ
き
、
多
目
的
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い

て
は
、
福
祉
施
設
に
よ
る
パ
ン
販
売
や
地
元

の
青
果
販
売
な
ど
で
約
40
回
の
利
用
が
あ
り

ま
し
た
。

　
市
の
条
例
で
は
、
庁
舎
ア
ト
リ
ウ
ム
の
使
用

料
は
１
日
に
つ
き
２
，
１
０
０
円
と
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
改
修
に
伴
い
利
用
形
態
が
変
わ

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
は
試
行
期
間
と
考

え
、
多
目
的
シ
ョ
ッ
プ
の
使
用
料
の
徴
収
は
し

て
い
ま
せ
ん
。
試
行
期
間
を
令
和
２
年
３
月
末

ま
で
と
し
て
条
例
改
正
を
行
い
、
来
年
度
か
ら

使
用
料
を
徴
収
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

質
問　
市
の
取
組
は

　

答
弁　

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
共
和
国
が
岐

阜
市
・
関
市
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
決
定
し
た

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に
、
関
ま
つ
り
で
は
日

本
に
滞
在
す
る
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
の
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
を
招
い
た
ス
テ
ー
ジ
演
奏
や
行

進
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ス
展

や
い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ
な
ど
で
は
、
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
大
会
開
催
を
市
民
に
周
知
す
る
た
め
に
、

市
役
所
と
せ
き
し
ん
ふ
れ
愛
ア
リ
ー
ナ
に
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
令
和
２
年
６
月
16
日
か
ら
30
日

ま
で
の
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
代
表
選
手
受
入

れ
の
た
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
は
じ
め
、
郷
土
料
理
に
よ
る
交
流
会
、
オ

リ
ン
ピ
ア
ン
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
な
ど

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
代
表
選
手
に

よ
る
各
学
校
へ
の
出
前
授
業
や
学
校
給
食
で

の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
を
身
近

に
感
じ
、
応
援
で
き
る
よ
う
な
事
業
を
展
開

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

台
風
の
被
災
地
支
援

質
問　
関
市
と
し
て
の
支
援
は

　

答
弁　

令
和
元
年
10
月
の
台
風
19
号
に
よ

る
被
害
は
、
関
東
地
方
や
甲
信
地
方
、
東
北

地
方
な
ど
広
範
囲
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
関

市
と
災
害
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る

自
治
体
や
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
の
際
に

支
援
し
て
い
た
だ
い
た
自
治
体
な
ど
19
自
治

体
に
対
し
て
被
害
状
況
と
支
援
の
要
否
に
つ

い
て
確
認
し
、
茨
城
県
常
陸
大
宮
市
へ
の
支

援
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

支
援
内
容
と
し
て
は
、
関
市
か
ら
支
援
職

員
４
名
を
10
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で
の
３
日

間
派
遣
し
、
支
援
物
資
と
し
て
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
飲
料
水
、
タ
オ
ル
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
を
搬
送
し
ま
し
た
。
ま
た
、
常
陸
大
宮

市
の
要
請
に
よ
り
、
災
害
ご
み
仮
置
き
場
で

の
分
別
の
指
示
作
業
や
損
壊
家
屋
の
片
づ
け

な
ど
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
避
難
所
（
体
育
館
）
の
機
能
強
化

質
問　
間
仕
切
り
の
整
備
は

　
答
弁　
市
で
は
、
避
難
所
生
活
に
お
け
る
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
の
た
め
、
２
種
類
の
間
仕
切

り
（
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
配
備
し
て
い
ま
す
。

　
「
災
害
用
簡
易
間
仕
切
り
」
と
い
う
パ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
は
、
各
小
中
学
校
に
80
個
か
ら
１

０
０
個
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。
こ
の
パ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
は
、
ナ
イ
ロ
ン
製
の
幅
２
．
１
メ

ー
ト
ル
、
奥
行
き
２
．
１
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
１
．

２
メ
ー
ト
ル
の
正
方
形
タ
イ
プ
で
、
家
族
（
５

～
６
人
）
単
位
や
、
子
ど
も
ス
ペ
ー
ス
な
ど

で
の
使
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
避
難
所
用
マ
ル
チ
ス
ペ
ー
ス
」
と
い
う
パ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
各
小
中
学
校
に
１
～
３

個
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。
こ
の
パ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
は
、
ナ
イ
ロ
ン
製
の
ド
ー
ム
型
の
テ
ン

ト
タ
イ
プ
で
、
更
衣
室
や
授
乳
ス
ペ
ー
ス
な

ど
で
の
使
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
再
配
置
計
画

質
問　
第
１
期
実
施
計
画
の
進
捗
状
況
は

　

答
弁　

第
１
期
実
施
計
画
で
予
定
し
て
い

る
施
設
に
つ
い
て
は
、
令
和
９
年
度
ま
で
を

目
途
に
統
廃
合
や
譲
渡
を
行
う
こ
と
と
し
、
そ

の
目
標
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

主
な
施
設
の
進
捗
状
況
と
し
て
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
計
画
で
は
平
成

31
年
度
に
建
替
え
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平

成
30
年
度
に
着
工
し
、
令
和
元
年
度
中
に
竣

工
予
定
で
、
そ
の
後
に
武
儀
と
洞
戸
の
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
合
・
廃
止
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

武
儀
西
小
学
校
は
、
計
画
で
は
令
和
９
年

度
に
武
儀
東
小
学
校
へ
統
合
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
令
和
３
年
度
か
ら
の
統
合
に
向
け
て

進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

板
取
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
計
画
で
は

令
和
３
年
度
に
複
合
化
予
定
で
あ
り
ま
し
た

が
、
複
合
化
先
に
つ
い
て
は
板
取
事
務
所
に

決
定
し
、
令
和
元
年
度
に
複
合
化
の
改
修
工

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
そ
の
他
の
施
設
の
進
捗
状
況
も
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
計
画
的
に
進
め
て
い
く
た
め
、
５

年
ご
と
に
計
画
の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
実

施
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
行
動
目
標

の
設
定
に
よ
り
全
体
の
進
捗
状
況
を
管
理
し
、

効
率
的
な
施
設
の
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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ア
ー
テ
ィ
ス
ト
バ
ン
ク

質
問　
運
用
の
状
況
は

　

答
弁　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
バ
ン
ク
と
は
、
関

市
ゆ
か
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
情
報
を
収
集
・

登
録
・
公
開
す
る
も
の
で
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
発
表
の
場
を
拡
充
し
、
市
民
へ
芸
術
鑑

賞
な
ど
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
と
市
民
の
交
流
を
図
り
、
芸
術

文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
バ
ン
ク
に
は
、
現
在
９
人

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
登
録
し
て
い
ま
す
。
平

成
29
年
度
か
ら
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
バ
ン
ク

活
用
事
業
コ
ン
サ
ー
ト
を
市
主
催
で
５
回
開

催
し
て
お
り
、
今
年
度
も
12
月
と
３
月
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
多
く
の
市
民
の
方
が
芸
術
文
化

に
触
れ
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
交
流
が
深
め

ら
れ
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

◆
関
市
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
議
開
会
時
間
の
み
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
市
議
会
ラ
イ
ブ
中

継
を
放
送
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
議
員
の
質

問
に
つ
い
て
は
、
録
画
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
照
会
先　
議
会
事
務
局 （
☎
23
―
９
０
６
８
）

 

審
議
の
結
果

案議般一 係関例条
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
（
関
市
板
取
運
動
公

園
ほ
か
５
施
設
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
（
関
市
洞
戸
運
動
公

園
及
び
関
市
洞
戸
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定（
関
市
立
図
書
館
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
（
関
市
上
之
保
有
線

テ
レ
ビ
放
送
セ
ン
タ
ー
ほ
か
３
施
設
）

岐
阜
地
域
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
組
合
規
約
の
変
更

に
関
す
る
協
議

新
市
建
設
計
画
の
変
更

下
水
道
事
業
の
地
方
公
営
企
業
法
適
用
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

関
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
業
務
条
例
の
一
部
改
正

関
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

関
市
立
中
池
自
然
の
家
の
設
置
及
び
管
理
運
営
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

関
市
税
条
例
の
一
部
改
正

関
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例

の
制
定

関
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

関
市
特
別
職
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

関
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、費
用
弁
償
及
び
期
末
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

関
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

算予正補 案議般一
関
市
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
（
新
任
１
名
）

令
和
元
年
度
関
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

令
和
元
年
度
関
市
特
別
会
計
補
正
予
算　
〈
５
件
〉

【
国
民
健
康
保
険（
第
２
号
）／
下
水
道（
第
２
号
）／
農

業
集
落
排
水
事
業（
第
４
号
）／
公
設
地
方
卸
売
市
場
事

業（
第
１
号
）／
介
護
保
険
事
業（
第
３
号)

】

令
和
元
年
度
関
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
6
号
）・（
第

7
号
）

市
道
路
線
の
認
定

市
道
路
線
の
廃
止

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
（
関
市
道
の
駅
平
成
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
（
中
濃
公
設
地
方
卸

売
市
場
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定（
関
市
武
芸
川
健
康

プ
ー
ル
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
（
関
市
武
儀
福
祉
セ

ン
タ
ー
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
（
関
市
武
芸
川
福
祉

セ
ン
タ
ー
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
（
関
市
武
芸
川
民
俗

資
料
館
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
（
関
市
武
芸
川
ふ
る

さ
と
館
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
（
関
市
洞
戸
円
空
記

念
館
）

同
意

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

　人事案件
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認印（スタンプ式などの朱肉を使わない、材質の柔らかいものは不可）

金融機関の口座番号  （所得税の還付申告の場合、申告者本人の口座番号が必要です。）

マイナンバー確認書類、またはその写し（①マイナンバーカード、②通知カード
及び運転免許証等の顔写真付きの証明書、③マイナンバー記載の住民票及び顔写真付きの
証明書、④ＩＤ・パスワード方式の届出完了通知　※①②③④のいずれか）※昨年、市役所、
アピセ・関の申告会場で、ＩＤ・パスワード届出完了通知を発行されている人は、ＩＤ・パス
ワード方式の届出完了通知を持参されると、マイナンバー確認書類の代わりとなります。

注１）医療費の領収書は、自宅で5年間保存する必要があります。
注２）医療保険者が発行する「医療費通知」を提出すると、該当する内容について明細書への記入を省略できます。
　　（ただし、「被保険者等の氏名」、「療養を受けた年月」、「療養を受けた人の氏名」、「療養を受けた病院・診療所・薬局等の名称」、
　　「被保険者が支払った医療費の額」、「保険者等の名称」が記載された医療費通知に限ります。）
注３）特定一般医薬品購入費はスイッチOTC医薬品の購入費となります。対象となる医薬品については厚生労働省ホームページ
　　（http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000124853.html）で確認できます。
注４）「一定の取組」を明らかにする書類は以下の通りです。　
　　・保険者（健康保険組合、国保等）が実施する健康診査【人間ドック、各種健（検）診等】
　　・予防接種【定期接種、インフルエンザワクチンの予防接種】
　　・勤務先で実施する定期健康診断【事業主検診】
　　・特定健康診査（いわゆるメタボ検診）特定保健指導
　　・市町村が健康増進事業として実施するがん検診
　　※健康診査等の「一定の取組」にかかった費用は医療費控除の特例の対象にはなりません。

 申告に必要なもの

 申告される際のお願い

※収支のわかる書類（主なもの）

　※次の控除を受ける場合の必要書類（主なもの）

昨年の収入（所得）について 必要書類
給与収入がある人 給与所得の源泉徴収票【原本】
年金をもらっている人 公的年金等の源泉徴収票【原本】
不動産所得、事業（農業も含む）所得がある人 収支を計算した収支内訳書

控除の種類 必要書類

医療費控除
（年間10万円または所得の5％のいずれか低い額を超えた額 上限200万円）

医療費控除の明細書または医療費通知（注1）（注2）
（平成29年分から令和元年（平成31年)分の申告まで
は従来どおり領収書【原本】によることもできます。）

医療費控除の特例（セルフメディケーション税制）
（特定一般医薬品購入費（注３）の合計額－1万2千円 　上限　8万8千円）

セルフメディケーション税制の明細書
（令和元年（平成31年）分までは領収書【原本】によること
もできます。）
「一定の取組」(注４）を明らかにする書類

社会保険料控除
（国民年金保険料、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険

料、任意継続保険料）
控除証明書等【原本】（支払った金額のわかるもの）

生命保険料控除
（一般の生命保険料、介護医療保険料、個人年金保険料） 保険料払込証明書【原本】

地震保険料控除 （地震保険料、旧長期損害保険料） 保険料払込証明書【原本】

障害者控除
（本人、配偶者、扶養している人について、障害者控除の申告をする場合）

障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳など
　要介護認定者に対する障害者控除については、「障
害者控除対象者認定書」が必要です。市役所高齢福祉
課、または各地域事務所で手続きをお願いします。

寄附金控除 領収書【原本】

　申告受付会場は大変混雑しており、受付にお時間がかかります。申告する際、予めご自宅で書類の整理、医療費の計算等を行っていただき、
申告が円滑に進むようご協力をお願いします。また、「医療費控除の明細書」、「セルフメディケーション税制の明細書」は市役所税務課に備え
てありますが、国税庁ホームページ（https://www.nta.go.jp）からダウンロードすることもできます。（国税庁ホームページには、支払った医
療費の内容を表計算ソフト（エクセルなど）で入力・集計ができるフォーマット（医療費集計フォーム）が掲載されています。）

※例年「年金振込通知書」や「年金額改定通知
　書」を持参される人がいらっしゃいますが、　 
　「源泉徴収票」以外では申告できませんのでご
　注意ください。

「源泉徴収票」と記載された
　ものが必要です。
「源泉徴収票」と記載された
　ものが必要です。令和元年（平成31年）分「市・県民税の申告」「所得税の確定申告」が始まります

申告期間は、2月17日(月)～3月16日（月）です。

令 和 元 年 分 　 公 的 年 金 等 の 源 泉 徴 収 票

支払を受ける者

住所又は
居所

(フリガナ)

氏名
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申告が必要な人

「市・県民税の申告」、「所得税の確定申告」の受付会場と受付時間

市役所で受付できない「所得税の確定申告」

主な収入が給与の人（パート、アルバイトの人も含みます） 主な収入が農業や営業の人、不動産による所得がある人

収入がなかった人

確定申告で所得税が還付される場合もあります

申告書へのマイナンバーの記載が必要です

主な収入が年金の人

下記以外でも申告が必要な場合があります。詳しくは問い合わせください。

申告受付会場 開設期間 時　間

市役所１階・市民ホール
洞戸事務所、板取事務所
武芸川事務所、武儀事務所
上之保事務所

 2月17日（月）

～

  3月16日（月）
（土・日・祝日を除く）

午前9時～午後5時
（受付終了　午後4時30分）

○給与収入の合計額が
2,000万円を超える人
○給与を２カ所以上から
もらっている人
○給与や退職所得以外の
所得の合計額が２０万
円を超えている人

○所得の合計額が、所得
控除の合計額を超えて
いる人

多額の医療費を支払った人（医療費控除を受ける人）
扶養控除や社会保険料控除などを追加する人
令和元年（平成31年）中に勤務先を退職し、年末調整が済んで
いない人

申告の際は申告書へのマイナンバーの記載とともに、本人確認
（番号及び身元確認）書類の提示または写しの提出が必要で
す。

市・県民税の申告会場においても、所得税の確定申告の受付ができますが、次の内容の申告をされる人は、アピセ・関で申告してください。
○土地、家屋などを売られた人　○山林を売られた人　○株を売られた人　○損失の申告をされる人（株式売買など）　　
○青色申告をされる人　○贈与税、相続税などの申告をされる人　○住宅ローン控除の初回の申告をされる人

○公的年金の収入の合計
額が４００万円を超える
人
○公的年金以外の所得の
合計額が２０万円を超
える人

　所得税の確定申告が不要の人で、扶養控除や生命保険料控除
などの各種控除を受ける場合は、市・県民税の申告が必要です。

市役所の申告受付会場では、例年、午前中が混雑する傾向にあります。
申告の内容によっては受付時間が長くなる場合もありますので、時間に余裕をもってお越しください。
市役所の申告受付会場では、今年より番号発券機による整理番号の発券を行います。
また、インターネットにて、会場の混雑状況を確認できます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ネコの目　関市　 検索

○勤務先から市へ、給与
支払報告書の提出がさ
れていない人

○給与や退職所得以外の
所得の合計額が２０万
円以下の人

○所得の合計額が、所得控
除の合計額を超えない人

○公的年金の収入の合計
額が400万円以下で、
新たに各種控除（扶養
控除、生命保険料控除
等）を受けようとする人
○公的年金以外の所得の
合計額が２０万円以下の人

確定申告が必要です

確定申告が必要です

確定申告が必要です

市・県民税の申告が
必要です

市・県民税の申告が
必要です

市・県民税の申告が
必要です

○課税所得証明書などの証明書の交付が必要な人
○国民健康保険税の軽減の対象になる人

市・県民税の申告が必要です

　令和元年（平成３１年）分の申告受付が始まります。
　令和２年１月１日現在、関市内に住所がある人で、下記の「申告が必要な人」は、平成３１年１月～令和元年１２月の１
年間に得た所得について申告が必要です。期限内に申告を済ませましょう。

令和元年（平成31年）分「市・県民税の申告」「所得税の確定申告」が始まります
申告期間は、2月17日(月)～3月16日（月）です。

照会先 税務課　☎23-8893
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